
【　写　真　】

[　　賞　　] [　　　題　　　　　　名　　　] [　　名　　前　　] [　　住　　所　　]

一　　席 ｕｎ・ｄｕｅｘ・ｔｒｏｉｓ 加藤洋子 松阪市川井町

二　　席 怪魚 川合恒市 多気町五桂

三　　席 母と子 川合禮子 多気町五桂

岡田文化財団賞 私の宝物 松本由紀子 松阪市駅部田町

奨励賞 小津家の印象 南　綾乃 松阪市西之庄町

奨励賞 熱中症対策 宮﨑政明 松阪市久保町

奨励賞 一瞬の水袋 鈴木聡子 大台町高奈

奨励賞 夜の神事（海女まつり） 油井美津子 松阪市小津町

奨励賞 祭りの男衆 逵中美知子 多気町西山

奨励賞 スケートボーディング 野瀬みつ子 松阪市嬉野権現前町

奨励賞 緋連雀飛来 綾野利勝 多気町仁田

奨励賞 大阪ラプソディ 松本　修 松阪市泉町

奨励賞 おいらが大将 小泉　通 松阪市曲町

入　　選 神社の片隅で・・・ 大原行輝 松阪市下村町

入　　選 奈良の鹿 勝田隆夫 松阪市茅原町

入　　選 お転婆な孫たち 田幸子 松阪市久保町

入　　選 乱舞 金谷　清 多気町朝柄

入　　選 ブルーライトにつつまれて 山腰千鶴 松阪市西黒部町

入　　選 春の輝き 牧戸良造 松阪市星合町

入　　選 道 池山正枝 松阪市船江町

入　　選 ガンジスに祈る 鈴木久司 多気町朝長

入　　選 祭り日 大辻信子 多気町弟国

入　　選 絆 鈴木　昇 大台町高奈

入　　選 眼力 植松幸代 松阪市田村町

入　　選 魅了 三瀬　誠 松阪市春日町

入　　選 郷愁 西岡ひとみ 松阪市垣鼻町

入　　選 競炎 前川藤男 松阪市伊勢寺町

入　　選 早く渡ろう、安全に。 奥田　博 松阪市小野江町

入　　選 新緑・大地に根を下ろす 乾　吉郎 明和町志貴

入　　選 のぼせもん（博多祇園山笠） 御子暢秀 多気町相可

入　　選 冬日 杉浦和男 松阪市猟師町

入　　選 私の話しをきいて下さい 加藤定美 松阪市嬉野中川町

入　　選 広がれ夢の玉 加藤美智子 松阪市嬉野中川町

入　　選 夢 堀木光一 松阪市中万町

入　　選 もしもし夏ちゃんです 中村惠明 松阪市小津町

入　　選 スマホでパチリ 松本冨美子 明和町明星

入　　選 姉妹 松本征夫 明和町明星

入　　選 水浴び 松本　実 松阪市山添町
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[　　賞　　] [　　　題　　　　　　名　　　] [　　名　　前　　] [　　住　　所　　]

入　　選 一服の会話 寺村　巌 多気町車川

入　　選 弾ける 山本俊之 多気町古江

入　　選 「来た！　来た！」 三好徹哉 松阪市東黒部町

入　　選 なかよく正座 中川眞一 松阪市櫛田町

入　　選 チンドン　笑いの人生 甲元　寛 松阪市駅部田町

入　　選 はばたく 山口淳子 松阪市高町

入　　選 記憶の片隅 藤原　彰 松阪市川井町

入　　選 「ママ！ボー！！」 立花浩二 松阪市桜町

入　　選 一服 古林伸一 松阪市大黒田町

入　　選 あ！負けた 鈴木弘一 松阪市鎌田町

入　　選 　無 出口一男 大台町大ヶ所

入　　選 シルエット 出口量造 松阪市朝日町一区

入　　選 空っぽ 小林美恵子 大台町新田

入　　選 家　族 片岡喜久夫 松阪市小片野町

入　　選 「南無！愛宕大権現」 湊　恵一郎 松阪市桜町

入　　選 晩秋詩景 桑山　斉 松阪市大石町

入　　選 セイタカシギの群 小川凱國 松阪市大黒田町

入　　選 島のシンボル 村林啓司 松阪市小黒田町

入　　選 赤光輪舞 笠野和彦 松阪市日丘町

入　　選 午後のひととき 古野　薫 松阪市川井町

入　　選 寄り道 奥田　均 松阪市豊原町

入　　選 頭隠して・・・ 森　泰宏 松阪市愛宕町

入　　選 わが家のネコ日記 上田倫代 松阪市駅部田町

入　　選 お散歩 杉本貞次 松阪市町平尾町

入　　選 月灯りの水辺 重盛よしみ 松阪市平生町

入　　選 青春 阿部道男 松阪市虹が丘町

入　　選 夏のお茶会 浅井崇子 松阪市船江町

入　　選 晩秋霧情 堀川正則 松阪市田原町

入　　選 荒磯にて 川村亮平 松阪市高須町

入　　選 現代っ子 松田　博 多気町相可

入　　選 跳ねる・射和祇園祭 松島正也 松阪市殿町

入　　選 舞 濵瀬悦生 伊勢市馬瀬町

入　　選 小憩 村田和人 松阪市泉町

入　　選 托鉢 塩谷紀生 多気町弟国

入　　選 どっち？ 坂井　忍 多気町弟国

入　　選 無邪気 西山和子 松阪市高須町

入　　選 赤い帽子を持つ女 田村仁志 松阪市大黒田町

入　　選 夜空の造形 髙橋克己 松阪市曲町

入　　選 ＦＯＯＴ 前川悦雄 松阪市上川町
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[　　賞　　] [　　　題　　　　　　名　　　] [　　名　　前　　] [　　住　　所　　]

入　　選 だるまさんがころんだ 中西　学 度会町長原

招　　待 鍛える 村上光宏 明和町斎宮

招　　待 雨日 溝田幸輝 松阪市東久保町

招　　待 夢宇宙 中森　勉 松阪市嬉野中川町

招　　待 赤いバラをもつ女 梅川紀彦 松阪市新町

審査委員 気になるウィンドー 織戸千尋 松阪市山室町

審査委員 母子 矢田新男 津市河芸町中別保

審査委員 スパイダー 金谷克造 松阪市大黒田町

(　順　不　同　)

●　審　査　評

　応募点数９０点の内容はバラエティに富む作品が多く寄せられました。一席の作品はシャッ
ター以前によく計算されていると思います。二席の作品は被写体の発見、物を見る目がすばら
しい。三席の作品も感性が生かされている作品。岡田文化財団賞はファミリーフォトの秀作で
す。
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【　書　道　】

[　　賞　　] [　　　題　　　　　　名　　　] [　　名　　前　　] [　　住　　所　　]

一　　席 髙啓詩 工藤尚世 松阪市嬉野黒田町

二　　席 壽王錫予四十韵十二條屏 近藤駿一 松阪市久保町

三　　席 除渭詩 北川享子 松阪市中道町

岡田文化財団賞 百人一首 川合知子 松阪市伊勢寺町

奨励賞 姚汝循の詩 佐々木恵巳 松阪市虹が丘町

奨励賞 傳梅詩 里中美佳 松阪市下村町

奨励賞 見えない配達夫 出口由美子 松阪市小阿坂町

奨励賞 白居易詩 上山ちづ 松阪市愛宕町

奨励賞 百人一首 松田眞千子 松阪市岩内町

奨励賞 蘇軾（臨）前赤壁賦 鈴木誠人 松阪市泉町

奨励賞 見賢思斉 小泉晴生 松阪市西町

入　　選 陳有守詩 濱田陽子 松阪市大口町

入　　選 西句橋 前川有紀子 玉城町中楽

入　　選 萬葉歌 清野明子 松阪市下村町

入　　選 李白詩 川村和代 松阪市東黒部町

入　　選 万葉歌 山代壽子 松阪市大津町

入　　選 李夢陽詩 藤木麻里子 松阪市櫛田町

入　　選 李白の詩 中川洋子 松阪市日丘町

入　　選 藤村の詩 加藤瑞季 松阪市本町

入　　選 杜甫詩 吉﨑勲 松阪市中林町

入　　選 儲光羲の詩 浅香晴美 松阪市高町

入　　選 李紳之詩 岩木すま子 松阪市高町

入　　選 白玉井銘 廣瀬裕子 松阪市嬉野黒田町

入　　選 曹全碑 北岡由巳子 松阪市嬉野黒田町

入　　選 書譜 福田桂子 松阪市嬉野中川町

入　　選 段克己詩 岡田卓雄 多気町相可

入　　選 万葉歌 岩見隆子 明和町斎宮

入　　選 五言絶句 濱口直美 明和町大淀

入　　選 李白の詩 川あづさ 明和町浜田

入　　選 王鐸臨 刀根登喜子 松阪市猟師町

入　　選 陳與義詩 中野朗光 松阪市川井町

入　　選 五言律詩 福井幸恵 松阪市上川町

入　　選 五言律詩 福井美葵 松阪市上川町

入　　選 五言律詩 大久保しのぶ 松阪市駅部田町

入　　選 李白詩 森本佳保里 松阪市川井町

入　　選 王鐸臨 佐藤友香 松阪市久保町

入　　選 百人一首 田所一代 松阪市白粉町

入　　選 百人一首 宇野多恵子 松阪市高町
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[　　賞　　] [　　　題　　　　　　名　　　] [　　名　　前　　] [　　住　　所　　]

入　　選 万葉集 杉山幸子 松阪市野村町

入　　選 松風閣詩巻 田中千鶴子 松阪市五反田町

入　　選 幻花 仲井恵美 松阪市飯高町田引

入　　選 三国志　魏書 山本有作 津市一志町高野

入　　選 五言絶句 伊藤田鶴子 松阪市桜町

入　　選 名言甲骨文字集 谷浩志 松阪市飯高町赤桶

入　　選 中庸 池田みね子 松阪市久保田町

入　　選 美女篇 田中　操 松阪市新松ケ島町

入　　選 ほととぎす 渋谷千枝子 松阪市丹生寺町

入　　選 集王聖教序（王羲之） 長﨑詩織 松阪市川井町

入　　選 黄庭ノ句 伊藤和歌子 松阪市上川町

入　　選 賀知章詩 谷口香代 松阪市殿町

入　　選 王維詩 鷲尾　博 松阪市殿町

入　　選 秋浦の歌 濵口千代子 松阪市猟師町

入　　選 三十六歌仙 村井恒子 多気町土羽

入　　選 集字聖教序 西山良嗣 松阪市嬉野中川町

入　　選 伊都内親王願文 内田純子 松阪市西町

入　　選 百人一首 小栁喜久子 多気町上出江

入　　選 百人一首 松田侑子 松阪市駅部田町

入　　選 佛鐘無聲　應機立断 宗林一雄 松阪市中町

入　　選 古今集 秋山洋子 多気町五佐奈

入　　選 無憂爲福 上村将生 松阪市大黒田町

入　　選 天道 前川泰二 松阪市中町

招　　待 陸游詩 中村翠雲 松阪市光町

招　　待 松尾芭蕉の句 中村小汀 松阪市清生町

招　　待 萬壽　（万寿） 佐久美泉涯 松阪市虹が丘町

招　　待 剛健中正 鬼頭翔雲 松阪市駅部田町

審査委員 良寛の詩 稲垣無得 津市河辺町

審査委員 無尽蔵 工藤俊朴 松阪市嬉野黒田町

審査委員 忠岑のうた 永平巳旺子 東員町城山

(　順　不　同　)

●　審　査　評

　書は独創性が求められるが、入賞作は特に個性の表出が顕著であり多彩な展覧会となった。
　書を学ぶ者は伝統文化継承者としての自覚に立ち、日々精進を怠ることなく真剣に努力した
いものである。
　来年度への更なる進歩を望みたい。
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